
淨

土

布

薩

式

の

檢

討

井

川

定

慶

一
、
法

然

上
人

の
著
書

法
然
上
人
は
天
台
宗
か
ら
別
れ
て
專
修
念
佛

一
行
の
淨
土
宗
門
を
開
創
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
承
安
五
年

(
=

七
五
)
の
春
、
比
叡

山
を
下
り
て
京
洛
に
念
佛
の
法
門
を
初
め
て
説
か
れ
た
時
と
、
選
擇
本
願
念
佛
集
を
撰
述
せ
ら
れ
た
時
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
御
往
生
せ

ら
れ
る
直
前
の

一
枚
起
請
文
を
書
き
記
さ
れ
る
時
と
を
比
較
す
る
と
、
念
佛
義
に
自
ず
と
思
想
史
的
變
遷
の
あ

つ
た

こ
と
を
認
め
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
極
め
て
親
し
い
門
弟
に
心
を
許
し
て
説
法
せ
ら
れ
る
場
合
と
、
舊
宗
派
の
學
匠
を
前
に
し
て
説
法
せ
ら
れ
る
場
合
と

に
は
、
ま
た
.綏
急

の
度
が
あ
つ
た
こ
と
を
察
知
す
べ
き
で
あ
る
。

コ
ト

ヲ
シ
テ

印
ち
、
選
擇
集
奥
書
の
末
尾
に

「埋
手

壁
底
剛莫
レ遺
昌
窓
前
嚇恐
爲
レ不
レ令
雪破
法
之
人

墮
於
惡
道

也
」
と
付
言
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
選
擇
集
の
本
旨
を
現
在
の
段
階
で
は
廣
く
公
表
し
た
く
な
い
と
い
う
警
戒
心
が
潜
ん
で
い
て
、
上
人
の
念
佛
宣
布
に
當

つ
て
親
疎

二
段
構
え
の
あ

つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
同
じ
法
然
上
人
か
ら
念
佛
義
を
聽
聞
し
て
も
、
ま
た
受
法
し
た
門
弟
で
あ

つ
て
も
、
其
の
面
接
の
時
代
と
機
會
と
の
差
異
に

よ

つ
て
、
受
け
と
る
念
佛
義
に
異

つ
た
解
釋
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
う
け
と
る
門
弟
側
の
先
入
觀
と
自
主
的
釋
義
の
加
味
と
に
よ
つ
て

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

・

一
七



一
八

更

に

一
段
の
差
異
も
生
ず
る
。
上
人
の
門
弟
の
中
に

一
念
義
と
多
念
義
、
諸
行
本
願
義
と

一
向
義
と
い
う
よ
う
に
封
蹠
的
な
流
派
が
出

來

る
所
以
で
あ
る
。

而
し
て
是
れ
ら
門
弟
の
次
代
そ
し
て
三
代
と
う
け

つ
が
れ
る
間
に
は
、
お
互
に
自
ら
の
流
派
こ
そ
上
人
の
正
統
を
傳
持
す
る
も
の
で

あ

る
と
主
張
す
る
競
爭
意
識
が
高
ま
つ
て
來
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
爲
め
に
、
或
時
は
上
人
の
傳
記
を
自
流
に
都
合

の
よ
い
有
利
な
も
の

に
編
纂
も
す
る
し
、
或
時
は
上
人
の
著
書
に
對
す
る
註
釋
末
疏
も
そ
の
線
に
沿
う
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
、
時
に
は
僞
撰

の
著
書
ま
で
出

て
く
る
の
で
あ
る
。

上
人
の
滅
後

に
於
て
上
人
の
遣
著
を
編
輯
す
る
意
圖
は
第

一
、
上
人
の
教
義
を
後
世
に
傳
持
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
第
二
、
上
人
の

著
書
に
云
う
と
こ
ろ
が
師
ち
我
が
門
流
の
説
く
と
こ
ろ
と

一
致
す
る
こ
と
を
證
明
せ
ん
が
爲
め
で
も
あ
つ
た
。

此
の
第
二
の
意
圖
が

一
歩
前
進
す
る
と
上
人
の
名
を
か
り
て

「御
法
語
」
を

つ
く
り

「著
書
」
を
自
ら
の
流
派
に
都
合
の
よ
い
よ
う

に
僞
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在

「法
然
房
源
空
」
の
名
に
よ
つ
て
書
か
れ
て
い
る
淌
息
文
や
著
書
が
多
數
に
遺
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
其
の

一
々
に
つ
い
て
傳
來
を
吟
味
し
、
其
の
内
容
を
分
析
し
檢
討
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

上
人
の
著
書
を
輯
録
す
る
佛
教
經
典
目
録
の
中
に
、
上
人
の
弟
子
覺
明
房
長
西
の
編
に
か
か
る

『
淨
土
正
依
經
論
書
籍
目
録
』
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
淨
土
三
部
經
釋
や
選
擇
念
佛
集
な
ど
八
部
を
擧
げ
て
い
る
。
上
人
面
授
の
長
西
が
上
人
在
世
の
資
料

を
以
て
記

J

1111¢

し
て

い
る
か
ら
、
其

の
内
容
は
信
憑
に
値
ひ
す
る
し
、
ま
た
吟
味
し
て
み
て
矛
盾
を
感
ぜ
し
め
な
い
。
然
し
同
じ
長
西
の
名
に
な
つ
て
い
る

淨
土
正
依
經
論
書
籍
目
録
の

『
付
録
』
に
、
上
人
の
述
作
と
し
て
金
剛
寶
戒
章
、
本
願
義
疏
、
淨
土
布
薩
式
二
卷
、
圓
頓
十
二
門
戒
儀

一
卷
、
略
戒
儀

一
卷
、
三
聚

一
心
戒

一
卷
、
大
原
十
二
問
答

一
卷
、
西
方
發
心
抄

一
卷
、
初
重
卷
物
、
師
秀
説
相
等

の
十
九
部
を
採
録

し

て
い
る
が
、
此
の

『附
録
』
は
長
西
の
も
の
で
な
く
し
て
後
世
何
人
に
よ

つ
て
付
加
せ
ら
れ
た
か
さ
え
も
到
明
せ
ず
、
隨

つ
て
其
の



」
々
に
つ
い
て
は
吟
味
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

二
、

淨

土

布

薩

式

淨
土
布
薩
式
に
あ
つ
て
は
其
の
奧
に
上
人
の
弟
子
聖
覺
の
記
述
と
し
て

ト
　ズ

ノ

ソ

ノ

ハ

ノ

ニ

是
受
戒
儀

者
、先
師
上
人
最
後

述
作
也
。
凡

上
人

作

者
邏
擇
集
、金
剛
寶
戒
章
兩
部
二
卷
、依
熏

谷

先
師
叡
空
上
人
相
傳
之
道
理

述
鵠

レ

ノ

ノ

ニ

綽
禪
師
之
教
想

釋
昌天
台
之
戒
法
↓是

昔
教
也
。今
限
二光
明
院

一
師
一所
"逋
彌
陀
本
願
義
疏
、
一
乘
戒
儀
廣
本
上
下
二
卷
、略
本

一
卷
是
也
。

ノ

ノ

ノ

此

外
假
字

書
物
滄
息
等
皆
依
昌黒
谷

教
相
輔也

と
あ
り
、
其
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
選
擇
集
な
ど
は
黒
谷
叡
空
上
人
相
傳
で
あ

つ
て
天
台
宗
流
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
淨
土
開
宗

以
後
の
上
人
は
全
く

「偏
依
善
導
」
に
轉
向
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
同
じ
上
人
の
述
作
で
も
前
著
と
後
著
と
選
別
す
べ
き
で
あ

つ
て
、
是

の

『
淨
土
布
薩
式
』
こ
そ
が
最
後
の
述
作
で
あ
り
、
上
人
の
偏
依
善
導
(光
明
院
)
に
基
く
本
懷
の
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で

あ

る
。

そ
し
て
淨
土
宗
八
租
了
譽
聖
冏
は
其
の
著

『
顯
淨
土
傳
戒
論
』
並
に

『
選
擇
傳
弘
決
疑
鈔
直
牒
』
に
淨
土
布
薩
式
を
上
人
の
自
作
と

し
て
い
る
.
印
ち

.
霈

土
傳
戒
論
』
(璽

握

齷

+
)
に
は

ラ

ヲ

チ

リ
モ
フ

ノ

ノ

ニ

シ

自

製
金
剛
寶
戒
章
二
卷
並
淨
土
布
薩
式
二
卷
淺
略
戒

一
卷

乃
成
昌

天
下
戒
師
嚇
其
上
以
宗
脉
戒
脉
兩
宗
亟

現
在

付
二屬
聖
光
上

食

南
岳
蓑

裟

畿

鼠

支
藝
書
戒
災

量

轗
蟻

と
あ

り
、
叡
空
よ
り
傳
持
の
妙
樂
戒
儀
は
支
證
で
あ

つ
て
金
剛
寳
戒
章
、
淨
土
布
薩
式
、
淺
略
戒

一
卷
の
方
が
本
筋

の
戒
脉
と
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
嶷

鈔
直
牒
豢

+

(還

譴

、)
に
は

淨
土
布
薩
式

の
檢
討

一
九



二
〇

自
駕
.
.金
剛
靉

章
二
卷
淨
土
布
薩
式
二
管
淺
略
戒
儀

一
貧

.言
翼
戒
墜

者
略
彼
+
二
門
戒
氈

製
之

と
、
こ
こ
で
も
殆
ん
ど
同
じ
意
味
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
此
の
了
譽
の
上
人
自
作
説
に
對
し
て
は
江
戸
時
代
よ
り
疑
難
あ
り
、
近
世
に
至

つ
て
盆

々
排
斥
濃
厚
の
度
を
加
え
ら
る
。

而
し
て
了
譽
の
上
人
自
作
読
を
書
き
出
す
所
以
の
も
の
は
、
當
時
の
佛
教
界
を
大
觀
し
て
隨
他
扶
宗
の
意
圖
に
基
く
創
作
で
は
な
か
ろ

う

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
恥
薩
は
も
と
安
居
と
共
に
婆
羅
門
教
徒
の
行
事
で
あ

つ
た
の
が
佛
數

々
團
に
採
用
さ
れ
、
毎
牛
月
の
末
日

(十
四
日
又
は
十

五
日
、
或
は
廿
九
日
ま
た
は
三
十
日
)
に
大
衆
を
集
め
戒
法
を
修
習
し
、
若
し
戒
を
犯
し
た
も
の
が
あ
ら
ば
直
ち
に
懺
悔
滅
罪
せ
し
め

た
も
の
で
あ
る
。
初
め
は
集
會
を
行
い
上
座
を
し
て
法
門
を
説
か
し
め
た
の
が
.
後
世
に
な
る
と
説
戒
す
る
事
に
變

つ
た
。
其
れ
ら
の

事
は
四
分
集

㎝
随
聖
マ

五
葎

窪

毳

Y
+
誦
集

惱

睾

巴
梨

拿
部
)
に
よ
れ
ぱ
委
し
譱

さ
れ
て
い
る
.

ま
た
、
布
薩
は
も
と
梵
語

d
づ
9
く
9
ωp
昏
9
が
巴
利

d
冨
ω9
昏
鋤

に
變
じ
、
更
に
梵
語
の
原
形
を
失

つ
て

P
o
s
a
d
h
a
と
な
り
、
音

譯
し
て
布
沙
他
、
布
薩
陀
婆
等
と
表
記
さ
れ
、
略
し
て
布
薩
と
い
う
。
智
度
論
、
玄
應
音
義
、
行
事
鈔
等
に
意
譯
し

て
善
宿
、
長
養
、

淨
住
等
と
な

つ
て
い
る
。

元
亨
釋
書
に
よ
る
と
天
卆
勝
寳
八
年
八
月
詔
し
て
諸
寺
に
布
薩
が
行
わ
れ
た
。
是
れ
が
我
が
國
最
初
の
修
法
と
さ

る
。
今
の
淨
土
布

薩
式
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
佛
教
通
有
の

「
布
薩
」
を
後
世
的
な
読
戒
と
し
て
授
菩
薩
戒
儀
に
基
き
、
其
れ
を
更

に
淨
土
教
に
引
合

せ

て
い
る
。
そ
し
て
本
書
が
法
然
上
人
の
製
作
で
あ
る
と
い
う
に
つ
い
て
は
、
大
體
次
の
よ
う
な
經
緯
が

つ
い
て
い
る
。

上
人
は
承
安
五
年
春
、
善
導
大
師
の
觀
經
疏
の
指
南
に
よ

つ
て
聖
道
門
の
教
(天
台
宗
等
)
を
擱
い
て
專
ら
淨
土
門

の
念
佛

一
行
に
歸

し

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
上
人
は
其
の
淨
土
創
開
以
前
既
に
黒
谷
叡
空
上
人
よ
り
慈
覺
大
師
が
中
國
よ
り
傳
來
せ
ら
れ
た
大
乘
圓
頓



菩
薩
戒
を
相
承
し
て
い
る
。
そ
こ
で
上
人
が
今
や
聖
道
門
を
捨
て
て
淨
土
門
に
歸
入
せ
ら
れ
る
爲
め
に
は
此
の
天
台
流
の
圓
頓
戒
も
捨

て
ら
れ
た
筈
で
あ
る
と
い
う
・
而
し
て
夫

霪

土
開
宗
す
る
に
丁
つ
て
善
羮

師
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
て
婁

し
た
(響

砥
黠
傳
)
と

い
う
な
ら
ば
、
善
導
は
佛
數
の
通
規
で
あ
る
戒
法
に
つ
い
て
も
念
佛
に
相
應
し
い
善
導
流
の
戒
法
を
以
て
傳
え
て
い
る
べ
き
で
あ
る
と

解
す
る
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
と
兮

、
岸
了
は
塗

布
驤

略
癈

塗

卷

(續
淨
土
宗
全

書
卷
一
五

)
に
、
輪
超
は
布
靉

辨
正
薐

論
四
卷
(課

卷
)
に
於
て

共
に
淨
土
布
薩
式
の
上
人
自
作
を
主
張
し
て
い
る
。
云
わ
く
上
人
傳
に
よ
る
と
、
承
安
五
年
春
と
建
暦
元
年
正
月
と
二
度
に
亘

つ
て
善

導

、
法
然
の
二
祀
は
夢
の
中
に
あ
つ
て
對
面
對
談
し
て
い
る
。
最
初
は
念
佛
門
を
主
に
し
て
戒
法
は
密
傳
し
、
最
後
は

一
向
專
修
の
戒

貯

の
顯
傳
に
あ
つ
た
。
そ
こ
を
聖
覺
が
奧
書
に

「上
人
最
後
の
述
作
」
と
い
う
。
そ
し
て
此
の
淨
土
布
薩
式
は
長
西
の
淨
土
正
依
經
論

書
籍
目
録
の
付
録
に
も
載
つ
て
い
る
し
、
淨
土
宗
の
二
租
鎭
西
辨
長
を
經
て
111.E
記
主
良
忠
に
傳
授
さ
れ
た
事
が
望
西
樓
了
恵
の
記
主

傳
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
と
論
證
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
後
読
す
る
如
く
異
論
が
あ
る
。

ま
た
、
智
證
大
師
請
來
目
録
の
中
に

「大
乘
布
薩
法

一
本
善
導
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
上
述
の
善
導
大
師
か
ら
上
人

へ
淨
土
布
薩
式
を
指
授
せ
ら
れ
た
読
の
裏
付
け
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

三

、
淨

土
布
薩

式

に
樹

す

る
疑
難

淨
土
布
薩
式
が
上
人
自
作
な
り
と
い
う
が
果
し
て
そ
れ
で
よ
か
ろ
う
か
。

(
一
)

長
西
録
附
録

長
西
録

の
正
録
に
は
淨
土
布
薩
式
二
卷
が
載

つ
て
い
な
く
て

『付
録
』
に
採
録
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の

『付
録
』
は
長
西
の
も
の
で
な
く
後
世
の
作
で
あ
り
、
お
く
れ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
證
據
と
し
て
は
極
め
て
價
値

の

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

一=



二
二

低

い
も
の
で
あ
る
。

(二
)

善
導
指
授

上
人
と
善
導
と
の
夢
中
封
談
に
つ
い
て
諸
種
の
上
人
傳
が
殆
ん
ど

一
様
に
傳
え
て
い
る
が
、
總
て
夢
物
語
で
あ

つ
て
其
の
内
容
に
つ
い
て
念
佛
相
承
と
い
う
事
は
想
察
せ
ら
れ
る
が
、
念
佛

「戒
」
相
承
若
し
く
は
淨
土
布
薩
の
相
傳
と
い
う
記
事
は

古

い
と
こ
ろ
に
は
な
い
の
で
あ

つ
て
、
其
の
記
事
の
あ
る
の
は
淨
土
布
薩
式
の
奥
書
と
江
戸
時
代
に
な

つ
て
淨
土
布
薩
式
の
上
人
自
作

を
主
張
す
る
人

々
の
著
書
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

(111)

1
向
專
修
の
戒

佛
組
統
記
卷
四
九
に
は
念
佛
戒
を
読
い
て
い
る
が
、
唐
善
導
が
淨
土
門
別
途
の
念
佛
戒
を
説
い
た
か
ど
う

か
傳
記
に
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
上
記
の
智
證
大
師
請
來
目
録
に
載
す
る

『
大
乘
布
薩
法
』
は
も
と
南
都
に
傳
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今

は
佚
書
で
あ
つ
て
果
し
て
何
を
記
し
て
い
た
か
分
ら
な
い
。
其
の
名
か
ら
推
し
て
大
乘
教
通
有
の
布
薩
法
で
あ
つ
て
、
淨
土
特
有
の
布

薩
法
式
で
は
な
い
。
從

つ
て
念
佛
と
戒
法
と
の
交
渉
を
も
つ
て
い
た
か
ど
う
か
、
或
は
四
分
律
五
分
律
等
に
あ
る
小
乘
布
薩
に
對
し
て

物

し
た
も
の
か
、
後
世
に
行
わ
れ
る
孚
月
布
薩
式
に
類
す
る
も
の
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

故
に
以
上
二
點
を
以
て
、
善
導
が
法
然
上
人
に
淨
土
教
的
戒
法
を
授
け
た
と
は
云
い
得
な
い
の
で
あ
る
。

(四
)

三
雜

主
蛋

望
西
樓
了
恵
道
光
が
其
の
師
で
あ
る
記
責

忠
を
傳
し
た
中
に

(饕

講

臣
瞰
賭

頁
)

　

　

　

自
昌去
年
九
月
一至
岑

茲
七
月
一以
昌大
師
九
帖
書
、論
註
・安
樂
集
・要
集
・選
擇
集
・圓
頓
戒
儀
・布
薩
式
等
一悉
傳
受
畢

と
あ
る
け
れ
ど
も
、
堊

良
督

身
が
覆

傳
弘
嶷

鈔
卷
五
に
自
ら
傳
し
て

(淨
全
七
ー

一
六
二
頁
)

弟
子
護

犀

九
唄

へ日
羹

幅
寺
靄

堯
轟

響

紐
二
箇
缶

観
經
,域
蒙

疆

念
鼇

禮
震

暑

論
蓼

樂

羨

攀

轢

影

蜜

生
搴

並
。+
二
門
戒
儀
二
。讀
鳳
書

粂

般
袰

堯

師
一ム
、丸

竃

未
昌流
布
我

不
薗
鼠

/

今
準
λ
軌

霧

所
レ授
也

云
々



　

　

む

と

い
つ
て
布
薩
式
は
載
せ
て
い
な
い
。
夂
鎭
西
の
聖
光
房
辨
長
は
本
書
が
撰
逋
さ
れ
た
と
い
う
建
暦
元
年

(
=
=

一
)
よ
り
七
年
前
の

元
久
元
年
に
上
人
の
許
を
辭
し
て
九
州
に
歸

つ
て
い
る
か
ら
上
人
が
辨
長
に
面
授
せ
ら
れ
た
筈
も
な
く
、
從

つ
て
そ
れ
を
次
の
弟
子
た

る
記
主
良
忠

(第
三
祀
)
に
授
け
る
事
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
江
戸
時
代
以
降
、
こ
の
淨
土
布
薩
式
を
根
據
と
し
て
布
薩
相

承
を
唱
う
る
も
の
は
、
後
に
述
べ
る
が
如
き
理
由
の
爲
め
に
記
主
良
忠
の
相
承
を
必
要
條
件
と
し
て
記
主
良
忠
傳
を
改
作
し
、
年
代
か

ら
考
え
て
明
か
に
傳
授
し
て
い
な
い
筈
の
二
租
鎭
西
辨
長
に
迄
傳
授
の
事
實
を
假
托
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
承
安
五
年
春
、
善

導
が
上
人
の
夢
中
に
出
現
し
た
事
を
以
て
布
薩
戒
の
密
傳
と
な
し
、
以
後
上
人
の
傳
戒
は
文
献
に
は
明
か
に

「圓
頓
戒
」
と
あ
る
に
不

抱
、
妻

は
今
の
布
靉

で
あ

つ
た
と
説
惷

(績
淨
卷

一
五
、
岸
了
の

淨
土
布
薩
戒
便
蒙
等

)
ぞ

の
捏
造
説
で
あ
り
、
論
法
の
逸
脱
で
あ
る
.

然
し
111,E
良
忠
の
布
薩
相
承
を
證
明
す
る
爲
め
に
淨
土
布
薩
戒
相
承
傳
書
に
は
、
同
じ
望
西
樓
了
惠
の
撰
傳
に

一
層
の
加
筆
の
あ
と

が
あ
る
.
邸
ち
了
吟
撰

.塗

布
靉

授
法
目
録
考
』
所
収
の
本
霜

桑

山
艱

之
事
の
條
下
(驤

崎叢

)
に

寳
治
二
年
患

上
洛
.演
読
塗

三
都
經
幕

墜

乘
饗

受
レ之
耋

可
麗

裹

犠

帝
於
「仙
洞
唱迚器

受
希
鑒

鸛

三
單

香
衣
號
主
人
薤
長
己
酉
育

騨
手
詣

寺
幅又
箜

乘
佛
戒
李

本
皆
以
鼠
亂
淨
嬰

票

自
建
治
二
年
丙
子

九
月
居
一手
洛

陽
後
宇
多
帝
叡
爾
塗

宗
之
義
臺

露

欝

魑紫
衣
及
萱

冫

と
叙
べ
て
い
る
が
、
此
の
記
主
良
忠
傳
は
、
望
西
樓
了
惠
撰
述

の
最
初
の
原
本
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
斷
つ
て
い
る
。

ル
ニ

記
主
傳
作
者
道
光
了
惠
上
人
之
正
本
鎭
藏

于
光
明
寺
嚇
然

爲
書
寫
一被
レ借
用

于
増
上
寺
嚇時
延
寳
四
丙
辰
秋
増
上
寺
方
丈
回
祿
、同
州

ニ

ノ

玉
繩
二
傳
寺
什
寶

正
本
之
寫
有
レ之
、光
明
寺
第
四
十
六
世
公
譽
靈
圓
上
人
更
摸
寫
彼
本
一而
爲
昌寺
簟

焉
、又
有
印
刻

本
之
言
甚
誤
嚇依
レ

之
以
昌鎌
倉
前
代
不
出
善
本
樋貞
享
二
年
孟
春
梓
行
雪
云
々
此
云
昌鎌
倉
不
出
善
本
崗者
了
惠
之
本
歟
公
譽
之
本
歟
難
レ知
レ之

云
々

印
ち
、
了
惠

の
記
主
良
忠
傳
の
原
本
が
増
上
寺
で
燒
失
し
た
の
で
他
の
寫
本
に
よ

つ
て
複
製
し
た
と
云
つ
て
い
る
が
、
他
に
傳

つ
て

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

二
三



二
四

い
る
流
布
本
と
比
較
す
る
と
當
初
の
記
主
傳
に
淨
土
布
薩
戒
相
承
の
記
事
を
付
加
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
編
者

は
了
惠
そ
の
ま
N

の
名
で
あ
る
が
内
容
は
す
つ
か
り
改
竄
せ
ら
れ
た
も
の
と
な
つ
て
い
る
。

以
上
考
究
す
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
淨
土
布
薩
式
が
法
然
上
人
自
作
と
い
う
論
據
は
甚
だ
危
い
の
で
あ
る
。
望
月
信
亨
博
士
は
法
然
上

人
全
集
の
序
に
、
現
今
傳
わ

つ
て
い
る
淨
土
布
薩
式
を
疑
難
し
乍
ら
も

或
は
上
入
自
作
の
布
薩
式
は
亡
逸
し
て
今
傳
わ
ら
ず

と
上
人
に
布
薩
式
の
述
作
が
あ

つ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
聊
か
思
い
を
殘
さ
れ
て
い
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
。
上
人
に
は
然

る
も
の
な
し
と
言

明
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
金

剛
寶

戒
章

及

び
十

二
門
戒

儀

と

の
比
較

゜

淨
土
布
薩
式
と
同
じ
く
十
二
門
戒
儀
を
内
容
と
な
し
、
而
か
も
上
人
の
撰
と
稱
す
る
も
の
に
金
剛
寶
戒
章
三
卷
が
あ
る
。
三
卷
の
内

題

は
各
別
で
金
剛
寳
戒
訓
授
章
、
同
釋
義
章
、
同
秘
決
章
と
な

つ
て
い
る
。
上
卷
訓
授
章
は
第
七
門
授
戒
以
外
は
大
體
妙
樂
の
十
二
門

戒
儀
に
よ
つ
て
居
り
、
中
卷
釋
義
章
に
は
金
剛
寶
戒
を
釋
し
十
戒
を
十
念
に
四
十
八
輕
戒
を
阿
彌
陀
佛
の
四
十
八
願

に
當
て
て
念
戒

一

致

を
説
き
、
下
卷
秘
決
章
に
至
つ
て
は
幸
西
、
證
空
、
信
空
、
源
智
、
行
空
、
寂
西
、
隆
寛
、
聖
覺
の
八
名
が
交
互
三
十
番
法
然
上
人

に
問
い
を
か
け
上
人
が

一
々
決
答
を
與
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

其
の
幸
西
の
問
に
答
え
ら
れ
て
い
る
中
に

「念
以
蠱
描念
爲

レ念
、佛
以
強心
佛
一云
レ佛
」
と
い
う
の
は
指
方
立
相
の
立

場
で
は
な
く
、

隨

つ
て
上
人
の
念
佛
義
で
は
な
い
。
又
證
空
の
持
戒
念
佛
と
破
戒
に
つ
い
て
の
問
に
答
え
る
中

「同
聽
五
人
受
得
之
軸了
」
と
あ
る
の
は
遣

北
越
邪
人
書
の
五
人
を
想
起
さ
せ
、
ま
た
拾
遺
古
徳
傳
の
信
座
五
人
の
こ
と
も
思
い
浮
べ
ら
れ
て
、
鎭
西
流
に
は
爰
當
で
な

い
よ
う
で



あ

る
。

然
し
南
北
朝
頃
迄
上
ぼ
せ
ら
る
粘
葉
綴
の
古
寫
本

『金
剛
寳
戒
章
』
三
卷
が
龍
谷
大
學
圖
書
館
に
藏
せ
ら
れ
て
い
て
、

『
天
台
黒
谷

金
剛
寶
戒
章
』
と
題
し
、
其
の
内
容
は
現
本
と
多
少
の
異
り
あ
る
も
大
同
で
、
下
卷
第
二
十
間
以
下
缺
尾
と
な
つ
て

い
る
の
が
惜
ま
れ

る
。
寫
本
が
か
く
の
如
く
で
あ
れ
ば
其
の
原
本
の
つ
く
ら
れ
た
時
代
が
推
測
さ
れ
る
。
或
は
漢
語
燈
録
の
中
で
否
定
す
る
金
剛
寶
戒
密

傳

の
書
で
鎭
西
の
聖
光
暴

長
が
夫

に
問

い
合
せ
た
二
箇
麌

問

(九
卷
傳

卷
三
下
)
の
墮

で
は
な
か
ろ
・・
か
と
の
読
も
あ
る
が
、
再
考
す

る
と
其
れ
は
金
剛
寶
戒
密
傳
で
あ
り
、
此
れ
は
金
剛
寶
戒
章
で
あ
る
か
ら
果
し
て
彼
此
同

一
な
る
や
否
や
俄
か
に
斷
定
し
が
た
い
の
で

あ

る
。
下
卷
の
問
答
が
穩
か
で
な

い
と
い
う
の
で
、
本
章
の
僞
作
者
を
北
越
邪
人
系
と
見
な
し
、
華
頂
山
學
僣
義
山

の
翼
讃
や
了
詳
の

辨
御
滄
息
集
は
共
に
法
本
房
行
空
に
疑

い
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
念
戒

一
致
と
證
空
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
西
山
義
の
影
響
だ
と
見

ら
れ
る
點
も
あ
る
が
今
直
ち
に
そ
の
何
れ
と
も
邸
斷
し
難
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
今
流
布

の
寛
永
版
、
元
祿
版
の
上
卷
訓
授
章
第
七
門
授
戒
の
條
に
、
本
戒
相
承
を
述

べ
來

つ
て
現
行
本
に
は

「叡
空

授
二

源
空
上
人
源
簔

湛
空
上
ム

難

購

ぜ

云
々
」
の
記
事
あ
る
も
上
掲
の
龍
谷
大
學
藏
の
古
寫
本
に
は
そ
の
と
、、
う
が
無
い
の
を
見

る
と
、
源
空

・
湛
空
相
承
の
記
事
は
後
世
の
付
記
挿
入
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

一
面
本
章
の
傳
持
系
統
を
知
り
う
る
資
料
と
も
な
り
う

る
。湛

空
は
卿
名
大
納
言
律
師
公
全
で
、
上
人
と
同
日
に
流
罪
の
舩
路
に
つ
き
、
後
ち
に
は
嵯
峨
二
奪
院
に
隱
棲
し
た
正
信
房
な
の
で
あ

る
。
法
水
分
流
記
に
所
謂
る
嵯
峨
門
徒
の
祺
と
な

つ
て
い
る
。
圓
頓
戒
の
相
承
に
つ
い
て
は
上
人
よ
り
直
授
で
あ
る
と
い
う
の
と
、
上

人
の
最
初
の
弟
子
法
蓮
房
信
空
よ
董

に
傳
授
し
た
と
い
う
の
と
二
繋

存
す
る

(撒
欝

黜
三
)。
嵯
峨
二
鐃

境
内
の

、空
公
夫

行
業
碑
L
を
再
檢
討
す
べ
き
で
あ
る
。
二
説
あ
る
に
し
て
も
圓
頓
戒
を
上
人
よ
り
直
接
か
間
接
か
に
相
承
し
て
い
る
こ
と
に
は

一
致
し

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

二
五



二
六

で

い
る
。
と
こ
ろ
が
其
の
正
信
房
湛
空
が
本
章
に
於
て
金
剛
寶
戒
相
承
の
嫡
流
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
存
在
の
湛
空
が

下
卷

の
秘
決
章
に
は
門
弟
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
師
弟

の
關
係
を
結
ん
だ
師
僭
信
空
の
名
が
あ
る

の
み
。
も
し
湛
空

の
分
を
師
の
信
空
に
攝
し
て
代
表
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
相
承
の
と
こ
ろ
で
叡
空

・
源
空

・
信
空

・
湛
空
と
次
第
せ
し
め
て
お
く
べ
き
で

あ

ろ
う
。
か
か
る
不
統

一
の
あ
る
は
或
は
下
卷
の
秘
決
章
が
上
卷
中
卷
と
は
別
個
に
流
行
し
て
い
た
も
の
か
、
ま
た
別

の
考
え
で
は
上

卷

の
訓
授
章
が
或
る
時
期
に
湛
空
の
嵯
峨
門
流
の
手
に
育
成
さ
れ
、
同
じ
法
然
門
下
の
大
乘
圓
頓
菩
薩
戒
相
承
に
樹
抗
し
て
特
異
の
金

剛
寶
戒
相
承
を
誇
る
た
め
の
作
爲
で
湛
空
を
上
人
直
授
の
相
承
者
と
し
て
挿
入
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
上
人
が
叡
空
よ
り
相
承
の
圓
頓
菩
薩
戒
の
定
本
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
授
菩
薩
戒
儀
と
い
う
も
の
に
も
第

一
庭
儀
の
廣
本
、

第

二
堂
上
軌
則
、
第
三
机
上
法
式
と
三
種
類
が
あ
り
、
嫡
流
は
第
二
の
堂
上
軌
則
印
ち
妙
樂
の
十
二
門
戒
儀
に
擬
し

て
撰
せ
ら
れ
た
圓

頓

+
二
門
穰

(黒
谷
古
本

と
新
本

)
と
さ
れ
鎭
西
流
農

派
は
大
體
に
於
て
こ
れ
を
相
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
+
八
簿

に
い
う
津
戸
三

郎

に
三
聚
淨
戒
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
十
二
門
戒
儀
の
中

の
第
七
授
戒
の
項
中
に
い
う
三
聚
淨
戒
で
あ
る
か
、
或
は
今
で
は
逸

本

と
な

つ
て
名
の
み
傳
わ
る

『
三
聚

一
心
戒
』

一
卷
(長
西
録
の
付
録
所
載
)
に
基
く
授
戒
で
あ
つ
た
か
。
然
し
恐
ら
く
前
者
で
あ
ろ
う
。

上
人
が
圓
頓
戒
を
相
承
せ
ら
れ
る
に
際
し
て
用

い
ら
れ
た
定
本
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
上
記

の
授
菩
薩
戒
儀
の

111
;
(第

1
庭
儀
の
廣
本
、
第
二
堂
上
軌
則
、
第
三
机
上
法
式
)
と
三
聚

一
心
戒
と
が
あ
る
が
、
更
に
金
剛
寶
戒
章
、
淨
土
布
薩
式
も
圓
戒
相

承

の
爲
め
に
上
人
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

授
菩
薩
戒
儀
、
金
剛
寳
戒
章
、
淨
土
布
薩
式
の
三
者
の
内
容
を
檢
討
す
る
な
ら
ば
、
十
二
門
戒
儀
が
骨
子
で
あ

つ
て
大
同
少
異
で
あ

る
。
上
人
の
門
弟
が
流
派
を
立
て
る
に
至
つ
て
他
流
派
と
異
つ
た
特
別
の
戒
儀
を
傳
持
し
て
い
る
誇
り
の
爲
め
に
或

は
名
を
變
え
、
或



は
内
容
に
前
後
廣
略
を
つ
く
り
、
或
は
系
譜
を
添
加
し
て
後
世
に
な
つ
て
比
較
す
る
と
お
互
に
異
つ
た
も
の
に
な

つ
て
し
ま
つ
た
の
で

あ

ろ
う
。

金
剛
寳
戒
と
い
う
は

「戒
」
を
詳
細
に
い
つ
た
戒
の
廣
名
で
あ
る
。
そ
し
て
寶
戒
章
上
卷
の
内
容
は
上
既
に
述

ぶ
る
如
く
、
十
二
門

戒
儀
で
授
菩
薩
戒
儀
と
さ
ま
で
異
る
處
が
な

い
の
で
あ
る
。
た
だ
其
の
中
卷
の
釋
義
章
に
お

い
て
戒
の
釋
義
を

一
流

の
念
佛
義
に
合
せ

て
解
釋
し
、
更
に
下
卷

の
秘
決
章
に
至
つ
て
特
異
の
念
佛
義
を
上
人
の
口
を
藉
り
て
述

べ
し
め
て
、
暗

に
鎭
西
派

に
對
抗
せ
し
め
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
淨
土
布
薩
式
は
金
剛
寳
戒
章
や
鎭
西
派
の
圓
頓
戒
と
念
佛
關
係
の
読
明
を
更
に
進
め
て
、
事
頓

・
理
頓
の
法

盆

を
示
そ
う
と
し
て
縁
由
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
上
人
最
後
の
述
作
と
云
つ
て
い
る
の
は
淨
土
布
薩
式

の
權
威
を
高
め
よ
う

と

い
う
意
圖
に
他
な
ら
な
い
。

五
、
淨

土
布
薩

式

の
内
容

具
名
は
淨
土
宗
頓
教

一
乘
圓
實
大
布
薩
法
式
と
稱
す
。
今
其
の
大
科
十
六
門
を
標
出
し
、
便
宜
の
爲
め
授
菩
薩
十
二
門
戒
儀
に
樹
比

せ
し
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

授

菩
薩

戒
璽

繋

)

一
、

開

導

二

、

三

歸

三

、

請

師

四

、

懺

悔

淨
土
布
薩
式

の
檢
討

淨

土

布

薩

式

一
、

鳴

鐘

集

衆

ノ

ニ
、

諸

衆

生

可

レ住

二和

合

念

哨

三

、

灑

水

四

、

燒

香

五
、

發

願

(爨
襯
欝
傑
薇
黎
)

二
七



二
八

五
、

癸

心

六
、

問

遮

七
、
正
授
戒

八

、

證

明

九

、

現

相

一
〇

、

説

相

二

、
廣

願

一
二
、

勸

持

ヨ

麟
鞭控墅

5

六

、

發

心

6

七

、

問

遮

(
七

ア
リ
)

4

八

、

孅

悔

九

、

入

壇

受

戒

ヨ

　
　

へ

ま　

　
り

　
　
ア
リ
　

・二、譱

葺

講
難

8

一
二
、

證

明

9

=

二
、

現

瑞

-〇

一
四

、

説

相

(略

述

十

重

禁

戒

)

11

一
五
、

普

廣

廻
向

12

一
亠
ハ
、

受

冖持
功

値
ゆ

(事

頓

・
理

頓

)

△

大
師

十

徳

(善

導

)

△
奥

書

塗

布
薩
式
の
+
六
門
の
7

の
解
説
癢

を
遯
け
て
省
略
す
る
が

蘿

鶤

黏

繁

歡

酸

、)、

そ
の
中
で
大
科
+
四
門
説
相

の
第
三
不
婬
戒
の
條
下
に
あ

つ
て
委
し
く
華
嚴
經
の
無
量
の
魔
女
の
例
を
引
き

一
夜
婦
人
を
近
づ
け
る
を
許
し
、
再
往
僭
侶
に
も
妻
帶

を
許
し
、
こ
れ
を

「秘
釋
門
」
と
い
つ
て
い
る
。
翻
ち

設
雖
爲
昌僭
形
蔕
昌斈

著
印
豪

.職

リ更

不
レ可
レ成
画

家
.旦

恒
愧
身

心
ポ

修
藻

鶴
低
可
レ愁
爺

璽
虫

人
《

以
非
瓦

丘
往
海

フ
ヤ

ヲ

ラ
ン
ト

ノ

ヲ

テ

ニ

ク

ブ

ヲ

行
旨
邪

婬

剛耶

。欲

レ知
旨

其

深

義

一者

値

・明

師

幅須

レ學

秘

釋
門

哺也

矣
。



と
あ
り
・
妻
妾
を
許
す
を
以
て
深
秘
.
義
と
な
し
、
冤
許
せ
ざ
る
は
淺
略
.義
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
大
科
第
+
六
門
篝

功
徳
門

ハ

ノ

を
事
頓
門
と
理
頓
門
と
に
分
ち
、
そ
の
理
頓
門
に
お
い
て
は
外
典
を
引
用
し
て
陰
陽
二
道
の
關
係
を
詳
述
し

「
一
切
諸
法

無
レ不
二陰
陽

和
貪

神
明
非
他

一即
本
有

一
心
.
之
性
相
也
」
と
て
陰
陽
交
會
を
深
秘
秘
釋
と
い
つ
て
い
る
。

明
治
維
新
前
に
あ
つ
て
は
眞
宗
以
外
の
僭
で
妻
帶
は
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
是
を
讀
む
普
逋
の
僭
と
し
て
實
に
奇
異
の
思
い
を
し
た

ヲ

ノ

こ
と
で
あ
ろ
う
。
南
楚
は

『布
薩
式
辨
正
』
の
中
に

「着
↓如
來
獅
子
皮
国作
昌野
干

鳴
一」
と
さ
げ
す
ん
で
い
る
。

事
頓
よ
り
理
頓
に
説
き
進
み
、
そ
こ
で
は
通
例
禁
忌
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
迄
も
許
し
て
如
來
の
大
慈
悲
を
誇
張

し
人
心
を
収
め
よ

う

と
す
る
ね
ら
い
は
眞
宗
の
蓮
如
が
強
く
排
斥
し
た
如
道

一
派

の
非
事
法
門
に
逋
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
此
の
事
頓

.
理
頓
の
功
徳
門

は
後
世
に
於
て
添
加
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
何
時

の
頃
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

六
、

淨

土
布
薩

戒

の
創
定

淨
土
宗
第
八
祀
了
譽
聖
冏
は
二
藏
二
頓
の
到
釋
を
な
し
て
盛
ん
に
隨
他
扶
宗
の
弘
宣
蓮
動
に
盡
し
、
其
の
弟
子
酉
譽
聖
聰
は
更
に
三

法
輪
の
到
釋
を
追
加
し
て
師
説
を
租
述
し
て
餘
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
今
の
淨
土
布
薩
式
に
い
う
事
頓
門
、
理
頓
門

の
用
語
が
聖
冏
の
到

釋

に
似
通

つ
て
居
り
、
本
書
が
上
人
自
作
で
あ
る
こ
と
を
聖
問

・
聖
聰
の
著
書
に
初
め
て
重
要
覗
せ
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
冏

.
聰
二

師

と
本
書
と
の
間
に
何
ら
か
の
脈
絡
が
あ

つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
江
戸
中
期
以
降
明
治
末
年
近
く
ま
で
、
淨
土
宗
に
お
い
て
僣
侶

の
能
化
傳
法
の
最
宀冐回
位
に
布
薩
戒
相
承
と
い
う
の
が
あ
つ

た

の
で
あ
る
。
大
乘
圓
頓
戒

の
究
竟
は
念
佛
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
傳
え
る
儀
式
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

「傳
法
」

に
屬
す
る
爲
め
公

開
を
避
け
る
と
し
て
も
、
布
薩
戒
相
承
は
淨
土
布
薩
式
に
よ
つ
て
發
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
傳
法
の
内
容
は
淨
土
布
薩
式
の
内

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

二
九



三
〇

容

に
全
く
異

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
時
如
何
に
し
て
布
薩
戒
相
承
と
い
う
傳
法
が
興

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

法
然
夫

は

、
口
傳
な
-
し
て
塗

の
法
門
を
見
る
は
往
生
の
得
分
霓

失
う
な
-
L
(四
十
八
卷
傳

卷
二
十
一

)
と
云
つ
て

い
る
。

其
の
云
う

と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
密
室
密
傳
で
は
な
く
、
志
ざ
す
と
こ
ろ
は
充
分
に
會
得
の
ゆ
く
ま
で
納
得
さ
せ
、
誤
解

の
起
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う

念
願
か
ら
發
し
た
上
人
の
法
語
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
上
人
滅
後
に
な
る
と
門
流
幾

つ
か
に
分
れ
、
念
佛

の
解
釋
に
異
解
を
な
す
も
の

が
盆
々
ふ
え
て
行
く
の
で
あ
る
。
二
祗
に
な
つ
た
鎭
西
の
聖
光
房
辨
長
が

『
末
代
念
佛
授
手
印
』
を
述
作
し
て
、
上
人
の
念
佛
を
所
謂

「鎭
西
義
」
と
逋
稱
せ
ら
れ
て
い
る
念
佛
義
に
決
定
し
、
そ
れ
を
三
祀
、
四
祀
が
そ
れ
に
な
ら
い
、
更
t
八
租
了
譽
聖
冏
に
至

つ
て
、

「五
重
相
傳
」
若
し
く
は

「宗
脉
相
承
」

の
基
本
を
大
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
罕
行
付
隨
す
る
の
が
戒
脈
相
承
で
あ
り
、

そ

の
内
容
は
圓
頓
戒
で
あ

つ
た
。
是
等
宗
脉
並
み
に
戒
脈
を
相
承
す
る
に
は
相
當

の
修
行
を
積

み
重
ね
た
資
格
を
必
要
條
件
と
し
て
い

る
。
師
曾
は
弟
子
の
分
際
を
見
ぬ
い
て
初
め
て
傳
授
を
許
す
と
い
う
こ
と
に
な

つ
て
い
た
。
そ
れ
が
規
則
づ
く
め

の
江
戸
時
代
に
移
り

宗
門
法
度
が
つ
く
ら
れ
る
と
、

一
層
形
式
的
に
な
り
嚴
重
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五
霜

傳
の
璧

な
る
こ
と
は
元
和
條
目

(鰈
四
)
を
初
め
、
其
の
後
定
め
ら
れ
た
寛
斈

牽

燦

會
議
之
決
議
、
貞
享
三
年
寺

裝

行
定
書
、
山、葆

七
年
知
恩
院
よ
り
末
寺
へ
の
法
度

(第
三
條

)
に
は
、

通
常
+
護

に
て
出
家
し
修
學
五
年
に
し
て
蚕

は
饗

さ

れ
る
。
ま
た
、
能
化
の
分
際
に
な
る
宗
脉
戒
脈
の
相
承
及
び
璽
書
傳
授
に
つ
い
て
は

一
暦
嚴
重
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
印
ち
、
元
和
條

目
第
五
條
に

一
、
淨
土
修
學
不
レ至
干

五
年
「者
不
レ可
レ有
ヨ兩
脈
傳
授
↓於
璽
書
許
亘

者
雖
レ爲

器̀
量
之
仁
}不
レ滿
三

十
年
一者
堅
不
苛

"令
昌相
傳
「事

と
あ
る
。
然
し
布
薩
相
承
に
つ
い
て
は
何
の
制
約
も
記
述
も
な
く
、
漸
く
享
保
十
八
年
十
月
縁
山
(増
上
寺
)在
籍

の
所
化
及
び
府
内
寺

院

へ
の
觸
書
に
初
め
て
璽
書
と
並
べ
て
布
薩
が
法
臈
滿
二
十
年
に
し
て
相
承
す
る
こ
と
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
印
ち



も

も

　

む

法
臈
滿
二
十
年
之
僣
者
如
舌

來
定
法
璽

書
布
薩
相
承
究
嵩宗
門
之
蘊
奥
↓
隨
レ縁
於
レ令
昌寺
院
住
聯

者
應
其
請
一對
在

家
簡許
花

他
五
重

且
布
薩
之
血
脈
帖候
事
、爲
寺

院
住
持
之
職
分
乏

處
近
來
不
レ守
其

法
乏

僭
間

々
有
レ之
、
剩
雖
レ令
昌寺
院
住
職
輔恥
薩
未
凱相
傳
哨殀
.不
レ得
二

　

　

璽
書
之
許
可
凶漫
對
レ他
化
他
五
重
布
薩
之
血
脈
相
授
候
事
、甚
以
不
如
法
之
至
、
法
賊
之

一
人
難
レ遁
候
、然
二
十
年
以
上
之
僭
者
寺
院
住

職
之
法
臈
候
間
、未
相
傳
之
曾
者
豫
得
其
意
舌

法
之
通
漸
々
御
附
法
可
レ被
レ致
成
就
一候
。附
年
滿
成
就
之
望
無
之
學
席
永
在
湛
之
僭
茂

於
昌其
臈
滿
一者
可
レ究
「宗
蘊
H專
候
、但
縁
輪
扇
間
兩
席
之
間
其
心
掛
可
7有
レ之
候

、

上
に
い
う
五
重
と
宗
脈
と
は
本
來
同

一
の
も
の
を
二
分
し
、
ま
た
璽
書
傳
授
は
宗
脈
の
奥
傳
と
な
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
戒

脈

の
奥
傳
に
し
て
而
か
も
宗
脈
印
ち
念
佛
門
と
の
關
係

の
よ
り
密
な
る
も
の
を
制
定
し
て
、
最
高
位
に
お
い
て
傳
授

す
べ
き
氣
運
が
到

　

む

　

來

し
て
布
薩
戒
傳
授
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
布
薩
は
上
述
の
如
く
元
來
説
法
に
始
ま
り
後
ち
に
説
戒
に
落
着
く
の
で
あ
る
が
、
恥
薩
蜘

な

る
塾
語
は
穩
當
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
瓔
珞
庵
敬
首
は
既
に
布
薩
翻
名
義
を
著
し
て
難
じ
て
い
る
。

さ
て
淨
土
布
薩
戒
相
承
勸
募
の
觸
書
が
璽
書
と
並
べ
て

「古
來
之
定
法
」
と
し
て
茲
に
初
め
て
お
目
見
え
る
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
創
定
は
何
人
に
よ
り
て
如
何
な
る
動
機
か
ら
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
想
定
を
な
す
前

に
淨
土
布
薩
式
に
對
す
る
疑
難
と
辯

護
と
の
兩
方
に
分
け
て
薯

と
其
の
著
晝

を
略
ぼ
年
代
順
に
擧
げ
三

よ
う
.
(
鞴

纛

騰

劉

額
は
〉

在

×
寛
莞

年
仲
春

到

。
寛
文
七
籍

曇

九
日

31

↑
〇

一兀
祿

十

年

四

月
冖佛

生

日

罅↑。・正懸

驚

雛

淨
土
布
薩
式

の
檢
討

南

楚

(
西
山
派
)

輪

超

(
三
河
大
樹
寺
)

帥

幾

鑾
橘
蟹
難

上
)

同
冬
布
薩
式
興
隆
、
同
十
七
年
入
寂

浄

逵

繕
麟
鸞
)

布
薩
式
辨
正

一
卷

布
薩
式
辨
正
返
破
論
四
卷

淨
土
布
薩
廣
略
戒
儀
決

{醒
聽
鸚
揮
蜷
塗
卷

一三



三
二

25年6年10年7年18年

享
保
十
八
年
十
月
、
増
上
寺
に
て
布
薩
戒
相
承
觸
書
…
…
四
十
世
慈
空
利
天
代

×
元
文
五
年

龕
睡
籖

疆

脹

月
再
治
)}

○
寳
暦
三
年
三
月
轉
昇

○
安
永
亠ハ
年
十
二
月
冖

△
寳
暦
頃

辱

敬

首

(淨
土
宗
)

大

玄

(増
上
寺
)

了

風
(繕
麟
鑾

了

吟

承

智

察

書

要

信

(諮

鞴

寺
)

布
薩
翻
名
義

一
卷

宀布
薩
戒
講
義
二
卷

圓
布
顯
正
記
並
餘
説
二
卷

淨
土
布
薩
廣
戒
儀
畫
規

一
卷

{淨土
布
薩
略
戒
儀
畫
規

一
卷

淨
土
布
薩
戒
授
法
目
録
考

一
卷

淨
土
布
薩
戒
本
傳
考
二
卷

布
薩
帳
中
箋

傳

法

ハ
布
薩

二
至

テ
究

竟

ス
ト

説

ク

モ
、

冏

鑑

、

岸
了

ノ
見

解

ヲ
批

判

セ
リ

靉

淙
鼬
難

不諍
箪

瑚
覊

、)

右
の
表
示
に
よ
る
と
鎌
倉
光
明
寺
か
ら
増
上
寺
や
知
恩
院

へ
轉
昇
し
た
法
主
が
淨
土
布
薩
式
を
上
人
自
作
と
認
め
て
大
い
に
辯
護
す

る
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
進
ん
で
宣
揚
し
て
い
る
こ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
上
述

(野

艶

圧
魏
)
の
㌍

第
三
雜

責

忠
傳
を
改
作
し
て
、
良
忠
に
布
靉

袈

の
あ
つ
、、
と
を
添
記
し
た
の
が
鎌

倉

光
明
寺
第
四
十
六
世
公
譽
靈
圓
で
あ
つ
て
、
貞
享
二
年

(
=
ハ
八
五
)
春
、
上
梓
と
な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
囹
鑑
は
光
明
寺
第
五
十
六

世
か
ら
享
保
十

一
年
三
月
に
増
上
寺
第
三
十
九
世
に
轉
昇
し
た
が
、
縁
山
志
卷
十
に
は

中
絶
の
爨

を
興
隆
す
。
同
年
冬
よ
り
布
襞

を
興
行
せ
ら
る

難

り

と
あ
る
よ
う
に
・
冏
鑑
は
増
上
寺
に
入
寺
す
る
や
先
き
に
撰
述
し
た
淨
土
布
薩
廣
略
戒
儀
決
に
基

い
て
布
薩
式
を
増

上
寺
に
持
ち
込
ん



だ
恐
ら
く
最
初
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
機
縁
愈
よ
熟
し
て
次
の
第
四
十
世
利
天
代
の
同
十
八
年
十
月
に
な
る
と
、
上
掲

の
如
く
法
臈
滿
ニ

ヘ

へ

む

　

十
年
の
も
の
に

「如
舌
來
定
法
一璽
書
布
薩
相
承
究
一宗
門
之
蘊
奥
こ

と
な

つ
て
、
宗
脈
の
奥
傳
た
る
璽
書
に
戒
脉

の
奥
傳
た
る
布
薩
と

が
並
び
相
承
せ
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
行
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
増
上
寺
第
四
十
五
世
を

つ
い
だ
大
玄
は
、
布
薩
相
承
を
排
斥
し
て
い
る
。
鄙
ち
、
縁
山
志
卷
十
に
よ

る
と

寳
暦
三
酉
年

(
;

五
三
)
+
月
+
八
日
縁
山
に
升
主
し
大
曾
正
に
任
す

韓

描

こ
の
嚢

出不
の
傳
戒
廢
寥
せ
る
を
悲
憤
し

つ
と
め

て
舊
範
に
復
し
法
式
ひ
た
す
ら
十
二
大
門
に
よ
る
。
夂
戒
光
を
光
輝
し
律
場
を
創
起
せ
ん
と
し

云
々

と
記
さ
る
。
大
玄
の
著
書

『布
薩
戒
講
義
』
を
通
讀
す
る
と
、

「鎌
倉
光
明
寺
に
第
三
祗
記
主
の
自
筆
の
淨
土
布
薩
式
二
卷
の
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
其

の
眞
僞
を
あ
や
し
み
乍
ら
も
、
そ
れ
を
僞
書
と
は
斷
定
せ
ず
淨
土
布
薩

の
大
略
を

一
應
説
い
て
は

い
る
が
、

『
圓
布

顯
正
記
』
に
な
る
と
な
か
な
か
馥

セ

、
そ
の
下
の
第
三
+
六
巒

傳
法
の
章

の
末
に

(續
淨
全
卷

一
五

ー
五
五
三
頁

)

要
を
取
て
云
は
ば
元
祗
、
鎭
西
、
記
主
、
冏
師

の
本
義
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
又
當
山
は
諸
山
の
本
な
れ
ば
彌

々
右

四
租
の
本
義
を
以

て
傳
法
の
樞
鍵
と
す
べ
し
。
爾
る
に
布
薩
の

一
法
は
四
祖
の
釋
義
に

一
向
見

へ
ぬ
事
な
れ
ば
、
當
山
に
て
も
他
山
に
て
も
取
り
擧
げ

難
き
物
な
り

と
布
薩
を

ハ
ッ
キ
リ
排
撃
し
て
舊
來
の
十
二
門
戒
儀
に
復
し
て
傳
戒
の
作
法
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

此
れ
に
對
し
て
了
風
は
鎌
倉
光
明
寺

(第
六
±
二
世
)
か
ら
知
恩
院

(第
五
+
二
世
)
に
昇
轉
し
て
來
た
の
は
、
大
玄

の
縁
山
入
り
よ
り

少

し
前
の
寳
暦
三
年
三
月
十
四
日
で
あ
る
が
、
了
風
は
淨
土
布
薩
廣
略
戒
儀
盡
規
な
ど
の
著
述
を
ひ
つ
さ
げ
て
大
い
に
布
薩
戒
を
宣
揚

し
た
の
は
東

の
増
上
寺
大
玄
に
相
樹
比
し
て
い
る
感

を
抱
か
し
め
る
。
而
か
も
弟
子
の
了
吟
や
智
察
は
了
風
の
滅
後

も
引
續
き
長
く
布

薩
戒
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

淨
土
布
薩
式
の
檢
討

三
三



三
四

江
戸
時
代
に
入
つ
て
傳
法
の
本
據
と
も
い
う
べ
き
増
上
寺
に
あ

つ
て
は
、
其
の
後
も
葺

し
來
る
大
僭
正
の
意
嚮

に
よ
り
布
薩
相
承

は

一
塰

退
し
・
靆

遷
を
經
乍
ら
も
幕
政
期
を
遏
こ
し
、
明
治

(
天

交

1
)
初
年
制
定

の
淨
土
宗
傳
法
條
令
に
は
布
薩
相
承
が
認

め
ら
れ
・
明
治
の
末
年
に
至
つ
て
宗
規
上
よ
り
布
薩

の
名
を
淌
し
て
宗
脈
戒
脈

の
上
に
は
璽
書
傳
授
の
み
が
存
す
る

の
で
あ
る
が
、
お

も
え
ば
布
薩
相
承
は
浮
沈
斷
綾

の
運
命
を
つ
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
結

語

淨
土
布
薩
式
二
卷
は
金
剛
寳
戒
章
と
共
に
法
然
上
人
自
作
の
著
で
あ
る
と
は
信
じ
難

い
の
で
あ
る
。
然
し
若
し
上
人
作

の
佚
本
と
し

て

の
淨
土
布
薩
式
が
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
現
存
の
淨
土
布
薩
式
の
内
容
と
は
異
つ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
古
く
天
台
宗
で
傳
持
さ
れ
て

來

た
大
乘
圓
頓
菩
薩
戒
の
正
統
を
法
然
上
人
が
黒
谷
叡
空
よ
り
傳
授
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
上
人
と
同
門
の
間
柄
で
あ
つ
た
法
蓮
房
信

空
が
改
め
て
上
人
の
弟
子
と
な
つ
て
圓
戒
を
授
か
つ
て
弟
子
と
な
り
、
九
條
兼
實
公
も
玉
葉
に
度
々
記
す
如
く
圓
頓
戒
を
授
か
つ
て
い

る

の
で
、
上
人
の
圓
戒
相
承
は
史
實
で
あ
り
、
淨
土
宗
の
歴
代
ま
た
此
の
圓
戒
を
相
承
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
鎌
倉
末
期
か

ら
南
北
朝
期
に
入
る
と
、
舊
來
の
天
台
や
眞
言
よ
り
も
淨
土
宗
は
鎌
倉
や
京
都
に
風
靡
し
て
い
る
禪
宗
の
面
授
相
承

に
對
抗
す
る
爲
め

の
宗
風
を
築
く
必
要
に

一
層
迫
ま
ら
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
て
了
譽
聖
鬪
は

「
五
重
相
傳
」
を
大
成
し
て
二
租
封
面
を
高
調
し
、
淨
土
宗
の
三
國
傳
來

の
宗
脉
を
確
立
す
る
の
で
あ
る

が
・
そ
れ
と
冊
時
に
戒
脉
に
あ

つ
て
も
亦
淨
土
宗
獨
自
の
相
承
系
譜
を
つ
く
ら
ん
と
し
て
善
導
よ
り
法
然

へ
と
直
授

せ
し
め
よ
う
と
し

て
法
然
房
源
空
著
述
名
の

『
淨
土
布
薩
式
』
を
持
ち
出
し
、
そ
の
奥
書
に
聖
覺

の
名
に
よ
る
證
言
を
付
記
し
て
權
威

を
持
た
さ
し
め
、

そ
れ
を
自
ら
の
著
書

『顯
淨
土
傳
戒
論
』
や

『
決
疑
鈔
直
牒
』
に
上
人
自
作
の
著
と
し
て
記
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
淨
土
布
薩



式

の
第
十
六
門
受
持
功
徳
に
事
頓

・
理
頓
の
項
目
の
あ
る
は
上
述
の
如
く
聖
冏
の
到
釋
用
語
に
相
通
ず
る
も
の
で
、
聖
冏
が
僞
作
し
た

も

の
か
、
或
は
其
れ
に
近
い
關
係
に
あ

つ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
聖
冏
が
採
用
し
た
も
の
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
鎌
倉
光
明
寺
が
布
薩
相
承

の
根
源
と
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
光
明
寺
は
三
租
記
主
良
忠

の
開
基
で
關
東
に
於

け
る
淨
土
宗

の
本

據
と
な
り
、

一
時
は
關
東
總
本
山
を
稱
號
し
名
實
と
も
優
勢
で
傳
法
に
あ

つ
て
も

「本
山
傳
」
と
い
つ
て

一
種
の
誇
り
を
他
に
對
し
て

抱

い
て
來
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
了
譽
の
弟
子
の
酉
譽
聖
聰
が
増
上
寺
を
開
創
し
て
漸
次
勢
力
を
増
し
、
其
の
後
ち
徳
川
幕
府
と
特

別

の
縁
故
を
持

つ
よ
う
に
な
る
と
、
増
上
寺
は
た
と
え

「末
山
傳
」
と
稱
せ
ら
れ
乍
ら
も
實
力
は
光
明
寺
を
凌
ぎ
、
子
弟
教
養

の
場
と

し

て
の

「檀
林
」
と
し
て
も
増
上
寺
は
勢
力
拔
群
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
格
式
で
は
光
明
寺
が
上
位
で
あ

つ
た
に
不
抱
、
住
職

は
増
上
寺
よ
り
光
明
寺

へ
轉
昇
せ
ず
光
明
寺
よ
り
好
ん
で
増
上
寺

へ
轉
ず
る
を
希
望
す
る
有
樣
で
あ

つ
た
。
そ
こ
で
光
明
寺
で
は
増
上

寺
始
め
他
の
十
六
檀
林
に
は
な
い
傳
法
を
以
て
誇
り
と
な
さ
ん
と
し
て
、

「布
薩
相
承
」
と
い
う
も
の
を
戒
脉
の
奥
傳
に
お
く
よ
う
に

創
定
し
て
獨
自
の
傳
法
根
本
道
場
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
定
本
に
了
譽
時
代
よ
り
世
に
出
て
い
乍
ら
さ

ほ
ど
に
重
要
覗
さ

れ
て
い
な
か
つ
た

『
淨
土
布
薩
式
』
を
特
に
選
び
用
い
、
そ
の
價
値
を
添
え
る
爲
め
に
光
明
寺
開
山
記
主
良
忠
の
傳
記
ま
で
も
淨
土
布

薩
式
を
元
祀
、
二
組
そ
し
て
三
祀
に
と
次
第
相
承
し
た
か
の
如
く
改
作
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
く
て
江
戸
中
期
に
至
る
と
光
明
寺
の
住
持
は
布
薩
相
承
は
法
然
上
人
よ
り
相
承
し
た
極
上
の
戒
法
と
考

へ
奪
重
し
、
増
上
寺
や
知

恩
院

へ
轉
昇
し
て
も
其
れ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
こ
ん
で
そ
こ
で
高
揚
す
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
ほ
、
三
祀
良
忠
(然
阿
)
の
弟

子
性
阿
の
奮

派
に
布
靉

が
流
傳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

響

、
要
信
の

.布
薩
帳
中
箋
』
偏

謹

酵

五
)
に
三
州
富

(現

豊
橋
市
)
悟
眞
寺
の
什
物
中
に
あ

つ
た
と
い
う
傳
授
次
第
で
あ
る
。
云
は
く

源
罕
辨
阿
然
阿
性
阿
持
阿
持
冬
唱
名
良
董
良
寒
岌
傳
蓮
醤

毒

岌
運
岌
蓄

葦

岌
禾
岌
番

癸

示
裹
果
夫
正
五
暦
丁
丑

淨
土
布
薩
式

の
檢
討

三
五



三
六

七
月
廿
九
日

と
。
惟
う
に
藤
田
派
で
も
法
然
上
人
が
善
導
大
師
よ
り
直
授
せ
ら
れ
た
と
な
し
、
上
人

の
布
薩
戒
な
る
も
の
を
傳
え
聞

い
て
と
り
入
れ

系
譜
の
み
遡

つ
て
、
源
空
、
辨
阿
(二
祀
)
、
然
阿
(三
祀
)
、
性
阿
(派
祀
)、
持
阿
と
傳

々
し
た
如
く

つ
く

つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ま

た
別
の
觀
點
か
ら
み
て
天
正
五
年

(
一
五
七
七
)
に
既
に
悟
眞
寺
に
於
て
布
薩
戒
が
相
承
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
證
據

に
は
な
り
う
る
の

で
あ
る
。

も

へ

以
上
述
べ
る
如
く
淨
土
布
薩
式
が
了
譽
聖
冏
の
頃
に
僞
作
さ
れ
て
布
薩
戒
傳
授
と
な
り
、
其
れ
が
鎌
倉
光
明
寺
本

山
で
發
展
し
て
、

そ
れ
が
増
上
寺
に
移
さ
れ
て
布
薩
相
承
と
い
う
淨
土
宗
傳
法
の
最
高
位
に
ま
で
押
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
普
及
も
し
ま
た
排

斥

に
も
あ

つ
て
い
る
。
善
導
大
師
よ
り
法
然
上
人

へ
の
直
授
戒
脉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
淨
土
宗
に
と
つ
て
ま
こ
と
に
隨
他
扶
宗
と
し

て
よ
き
教
宣
に
は
な
る
け
れ
ど
も
、
其

の
淨
土
布
薩
式
の
内
容
が
淨
土
宗
本
來
の
宗
義
に
合
致
し
兼
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
江
戸
時
代
に
既

に
反
撃
を
う
け
て
い
る
が
、
近
世
に
な
り

『
淨
土
布
薩
式
』

の
上
人
自
作
読
に
疑
い
を
抱
く
こ
と
が
盆
々
濃
厚
に
な

つ
て
、
途
に
布
薩

相
承
の
名
を
滄
す
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
と
ま
れ
現
存

の

『
淨
土
布
薩
式
』
は
書
誌
學
的
ま
た
淨
土
宗
學
的
に
考
究
し
て
法
然

上
人
の
自
作
で
は
な
い
と
斷
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
(昭
和
三
五
・
六
・
一
七
)


